
島田市の現状ついて

令和６年９月19日（木）第１回総合計画審議会



島田市の概要

川根地区

金谷地区
島田地区

【概要】
人 口：94,932人（７月末現在）
島田地区：73,519人
金谷地区：17,440人
川根地区： 3,973人

面 積：315.7k㎡

就業別人口（2020年国勢調査より）
第１次産業： 2,758人（ 3,338人）
第２次産業：18,205人（18,589人）
第３次産業：28,920人（29,292人）
※括弧内は2015年国勢調査の結果
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島田市の概要

島田市緑茶化計画
SHIMADA GREEN Ci-TEA JAPAN

海外向け 国内向け イメージカラー
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島田市の人口推計

２０６０年の島田市

人口推計：６２，３９２人

高齢化率：４１．８％
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島田市の人口推計

6２,３９２人

４１．８％
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島田市の人口推計
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■第２次島田市総合計画期間

2018年度から2025年度まで（８年間）

総合計画とは「まちの理念」や「将来像」

その実現のためのプランなどを示した

市の最上位の計画です。

〇前期：2018年度から2021年度まで

〇後期：2022年度から2025年度まで

島田市総合計画
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笑顔あふれる 安心のまち 島田
～島田への愛着や誇りを抱きつつ、

安全・安心にいきいきと笑顔で

過ごしていけることを実感できるまち～

島田市総合計画
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島田市総合計画
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１．循環型社会

２．縮充

３．ＤＸ

島田市総合計画

次の世代につなげるための

長期的な視点に立った行動指針
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島田市総合計画

循環型社会
今あるものを大切にして、豊かなまちであり続けます

・空き家や公共施設、自然や歴史、文化は、このまちの資源

・今ある資源を大切に循環させて使い続ける
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島田市総合計画

縮 充（しゅくじゅう）

選択と集中で、暮らしの満足度を高めます

・真に必要な事業を選択して、それに資源（お金・人材）を集中させる

・「量」から「質」へ転換する
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島田市総合計画

Ｄ Ｘ
デジタルの力で、暮らしを便利に変えていきます

・「市民サービス」、「地域・産業」、「行政経営」の分野で、デジタルシフト

・誰もがデジタル技術を活用し、安心して快適に暮らせる新しい社会
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島田市総合計画

・総合計画に基づいたまちづくりが

できているか

・計画を見直す必要がないか

「市民意識調査」
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島田市総合計画

島田市のことが

好きな市民の割合
（市民意識調査）

75.8％

81.0％

（総合計画の進捗状況をはかる指標）めざそう値
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島田市総合計画
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政策分野１
防災・福祉・健康

第２次総合計画における取組事例

・ここに住むすべての人の安全な生活を守る
・健康で自分らしく暮らす
・生涯を通じて誰もが生きがいを持ち安心して暮らす
・互いに支え合い、いきいきと幸せに暮らす
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第２次総合計画における取組事例

災害対策

2022年の台風15号による土砂災害の様子
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第２次総合計画における取組事例

防災ＤＸ

・災害時の迅速・的確かつ柔軟な対応を可能にするＤＸ
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政策分野１における課題

第２次総合計画における取組事例

・自然の脅威がもたらす災害に対し、あらゆる危機事態に対応
できる体制の構築

・防災関係機関や関係自治体との一体的な災害対応能力の向上

・医療、介護等の社会保障費の抑制を図るため、すべての年代
で健康意識を高め、健康寿命を延ばす取組の実施

・支援を必要とする人すべてを地域全体で支え合う地域共生社
会の実現
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政策分野２
子育て・教育

第２次総合計画における取組事例

・子どもを生み育てやすい環境をつくる
・地域ぐるみの教育環境をつくる
・豊かな心を育む教育を進める
・地域で学びの力を発揮する人材を育てる
・生涯を通じてスポーツを楽しむ人を増やす
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第２次総合計画における取組事例
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第２次総合計画における取組事例

しまいく＋（プラス）

・子育て世帯に寄り添うオンラインサービス

・市役所の窓口に行かなくても申請・相談
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政策分野２における課題

第２次総合計画における取組事例

・働き方の見直しや保育支援体制の充実など、仕事を続けな
がら安心して子育てができる環境づくりの推進

・子どもにとってよりよい教育が行える学校の適正な規模・
配置の検討

・すべての市民が生涯学習を楽しむことができる環境づくり

・市民がスポーツに親しむことができる環境の整備
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政策分野３
経済・産業

第２次総合計画における取組事例

・地域で働く人を増やし、地域経済を発展させる
・世界に誇れる技術を持った中小企業を育てる
・商店街や個店を支援し、地域のにぎわいを生み出す
・地域の特色を活かした農林業を進める
・地域の魅力を活かした観光振興を図る
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第２次総合計画における取組事例

蓬莱橋

世界一長い木の橋（ギネスブック認定）

長い木＝長生きの橋、 全長897.4（やくなし＝厄無し）

８９７．４茶屋
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第２次総合計画における取組事例

蓬莱橋周辺の整備

・蓬莱橋周辺に滞在できる空間を整備
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政策分野３における課題

第２次総合計画における取組事例

・就業者数が減少傾向にある産業の全体的な底上げ

・農地の集約や基盤整備による生産性・収益性の高い農業者
の育成や名産品として市内外に発信できるような魅力ある
農作物づくり

・ターゲットを意識した観光資源のプロモーション・商品化
や地域を観光地として経営する推進体制の形成
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政策分野４
環境・自然・生活

第２次総合計画における取組事例

・地域循環共生圏を形成する
・みどり豊かな自然を守り育む
・水資源と水環境を守る
・住みよい生活環境をつくる
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第２次総合計画における取組事例

※出典：2024年島田市市民意識調査

女性の社会進出に対する市民意識
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第２次総合計画における取組事例

男女共同参画の推進

・男女があらゆる分野で自分らしく活躍できる社会を実現する計画の策定
・女性議会参加者、静岡県立大学学生によるワークショップの実施
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政策分野４における課題

第２次総合計画における取組事例

・脱炭素社会の実現に向けた新エネルギー・再生可能エネル
ギーの更なる利活用に係る官民連携

・豊かな自然を将来にも受け継いでいくための、様々な分野
における緑を守る活動

・性別や文化の違いといった多様性を認め合い、すべての人
が自分らしく安心して暮らせるまちづくり
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政策分野５
歴史・文化・地域

第２次総合計画における取組事例

・培われた歴史・文化で地域への理解と愛着を深める
・島田を知り、好きになってもらう
・誰もが暮らしたい、関わりたい、魅力ある地域をつくる
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第２次総合計画における取組事例

川越遺跡

箱根八里は馬でも越すが 越すに越されぬ大井川

江戸時代、川越制度による賑わい

当時の街並みを復元・保存した江戸時代の情緒を残す空間
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第２次総合計画における取組事例

川越し街道にぎわい創出

・当時の街並みを生かしたにぎわいの創出
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政策分野５における課題

第２次総合計画における取組事例

・地域の特徴、独自の生活様式、歴史・文化的な資源の保護
・保存及び観光などのまちづくりへの積極的な活用

・地域固有の歴史・文化の再認識と市民の共通財産としての
定着化、またその効果的な活用

・島田市に興味を持ち、行ってみたいと思う人、住んでみたい
と思う人が増えるような取組の実施
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政策分野６
都市基盤

第２次総合計画における取組事例

・便利で魅力あるまちの拠点をつくる
・安全で快適な生活基盤を整える
・地域と地域の活発な交流を支える道をつくる
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第２次総合計画における取組事例

人口密度分布

島田駅 六合駅

金谷駅

 

※出典：将来人口・世帯予測ツール
（国土交通省国土技術政策総合研究所）

2040年社人研予測
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第２次総合計画における取組事例

島田市都市計画マスタープラン／島田市立地適正化計画

・連携・協働による「縮充・持続可能」な都市づくり
・「コンパクト・プラス・ネットワーク」の都市づくり
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政策分野６における課題

第２次総合計画における取組事例

・複数の拠点間のネットワーク化を図る「コンパクト・プラ
ス・ネットワーク」のまちづくりの推進

・地域振興の発展と交流人口の拡大を図るための新東名島田
金谷ＩＣ周辺や旧金谷中学校跡地等の活用

・道路舗装の打替えや橋りょうの長寿命化、上下水道関連施
設の耐震化など、社会資本ストックの計画的な点検、整備
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政策分野７
行財政

第２次総合計画における取組事例

・みんなの協力でまちをつくる
・安定的・継続的な市民目線の行財政運営を進める
・都市間連携による地域の活性化を進める
・公共施設を賢く持って、賢く使う
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第２次総合計画における取組事例

島田市役所周辺整備に関する市民アンケート

 問5　これからの時代の市役所は、どんな場所であればいいと思いますか？(複数回答）
回答番号 回答数 割合

1 118 13.8%
2 105 12.3%
3 121 14.1%
4 103 12.0%
5 95 11.1%

6 113 13.2%

7 173 20.2%

8 11 1.3%

9 17 2.0%

問６　あなたは、取り壊される前の市民会館に行ったことがありますか？何年前のことでも構いません。
回答番号 項目名 回答数 割合

1 ある 92 42.2%

2 ない 126 57.8%

1 ある 82 38.7%

2 ない 130 61.3%

1 ある 14 6.7%

2 ない 195 93.3%

(2) コンサートなどで音楽
を聴いたり、劇やダンス
などを観たりしたこと

(3) 上の(1)・(2)以外のこ
とで市民会館を使ったこ
と

島田市のことを市外にＰＲすることができる場所
まちの代表（シンボル）となるような場所

市民がよく行くお店などと一体化して、
いろいろなことが１か所でできる便利な場所
災害など市民が困っているときに助けてくれる場所

市の職員が仕事ができる最低限の設備があれば、
それ以外のものは必要がない場所
特別な用事がなければ、
市民とは関係のない（市民が行く必要がない）場所

(1) 音楽・劇・ダンスなど
の発表会（幼稚園・保育
園・小学校や習い事の教
室が開くもの）

項目名
特に用事がなくても気軽に行けて、くつろぐことができる場所
市民同士が気軽に交流できる場所
まちに「活気」や「にぎわい」をもたらすような場所

※出典：2018年島田市役所周辺整備に関する市民アンケート 41



第２次総合計画における取組事例

新庁舎等の完成

・訪れやすさ、快適性、環境性能等を備え、災害時の復旧・復興の拠点となる庁舎
・高齢者あんしんセンターや子どもの遊び場などを設け、地域活動の拠点となる施設
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政策分野７における課題

第２次総合計画における取組事例

・あらゆる分野において、市民が主体的に参画し、学校、企
業、行政など様々な団体が協働するまちづくりの推進

・公共施設の保有量、管理費の適正化によるムリ・ムラ・ム
ダのない経営

・取組に応じて柔軟な枠組みを構築するなど、生活圏や経済
圏をひとつにする近隣市町との連携体制の深化
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第３次総合計画におけるまちづくりの方向性

未来につなげる持続可能なまちづくり
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第３次総合計画におけるまちづくりの方向性

各分野に精通する審議員の皆様に、

それぞれの知見を生かした御意見をいただき、

市内外の島田市に関わる全ての人々が、

もっと島田市を好きになる計画を考えていきたい

人口減少の克服・適応を
はじめとする様々な地域課題

課題解決
市民、事業者、行政など、
それぞれがまちづくりを自分事と捉
え、
連携して取組を行う必要がある
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